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サ
ン
コ
ー
ル
は
、
金
属
精
密
塑
雅
加
工
技
術
を
ベ
ー

ス
に
（
自
勃
車
の
材
料

。
部
品
を
は
じ
め
プ
リ
ン
タ
ー

や

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
部
品
な
ど
で
世
界
的
シ

ェ
ア
を

誇
る

一
方
、
コ
ア
技
術
セ
応
用
す
る
こ
と
で
、
自
動
車

電
動
化
分
野
向
け
の
製
品
開
発
や
医
療

・
環
境
分
野

ヘ

の
展
開
な
ど
、事
業
規
模
の
拡
大
に
取
り
組
ん
て
い
る
。

大
谷
忠
雄
社
長
に
、
現
状
や
今
後
の
展
開
な
ど
に
つ
い

て
聞
い
た
。

１
１
自
動
車
分
野
、
電
子
　
け
Ｈ
Ｄ
Ｄ
用
サ
ス
ベ
ン
シ
ョ

情
報
通
信
分
野
と
も
好
調
に
　
ン
や
家
庭
用
プ
リ
ン
タ
ー
向

推
移
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
け
部
品
が
回
復
か
ら
大
き
く

「昨
年
の
下
期
以
降
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
か
ら
霊
雰
笑

き

く
回
復
し
、
足
元
も
そ
の
傾

向
は
続
い
て
い
る
。
自
動
車

で
は
国
内
お
よ
び
中
国
向
け

の
弁
ぼ
ね
用
材
や
精
密
異
形

材
な
ど
の
材
料
関
連
に
加

え
、
電
勒
草
用
バ
ス
バ
司
や

シ
フ
ト
バ
ィ
フ
イ
ヤ
ー
が
大

き
く
俊
長
。
電
子
情
報
通
信

で
は
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
向

最
高
の
売
上
高
達
成
を
予
想

し
て
い
る
。

ヱ
造
泳
快

給
や

ヨ
ロ
ナ

禍
の
動
向
な
ど
不
確
定
要
素

は
あ
る
も
の
の
、
自
動
車
生

伸
び
一
２
０
２
■
年
４
１
６

月
期
連
結
業
績
は
売
上
高
が
　
略
製
品
と
位
置
付
け
る
バ
ス

守

一
２
％
管
の
脅
億
６
４
０
　
バ
ー
や
モ
ー
タ
ト
コ
ア
な
ど

０
万
円
と
ヨ
ロ
ナ
稿
前
の
水
　
の
拡
販
が
期
待
で
き
る
ほ

準
に
回
復
、
利
益
面
も
黒
字
　
か
、
電
子
情
報
通
信
分
野
も

回
復
し
た
」
　
　
　
　
　
　
　
好
調
継
続
見
通
し
の
た
め
、

，
‐
１
２２
年
３
月
期
は
過
去

」業
績
予
想
を
上
方
修
正
し
、

飾昨
魏騨
節

産
の
回
復
継
続
で
弁
ぱ
ね
用

年
遅
れ
で
達
成
す
る
見
通

鋼
線
は
需
要
好
調
、
重
点
戦
　
し
。
基
本
方
針
の
持
続
的
成

Ｐ
ヽ
甲
イ
妻
邪
事

～

一
七

Ｉ

運
結
売
上
高
は
過
去

最
高
の
４
７
６
億
円

を
見
込
ん
で
い
る
」

ｉ
ｔ
喜
盈
蜂
辻
度
を

迎
え
た
中
期
経
営
計

画
の
進
ち
な
く
は
。

「現
申
計

『
Ｇ
Ｇ

Ｐ
２．
』
の
日
標
数
値

と
し
て
連
結
売
上
高

が
５
０
０
億
円
超
、

営
業
利
益
率
６

●
５

％
達
成
を
掲
げ
て
い

ｔ
．「
一
一
一　

，
る
。
コ
ロ
ナ
栖
唸
群
か
で
の

拡
販
や
開
発

へ
影
響
が
及
ん

だ
こ
と
で
、
残
念
な
が
ら
期

内
で
は

―
目
標
数
値
に
は
属
か

な
い
見
通
し
だ
が
、
１
１
２

長
を
可
能
と
す
る
事
業
ポ
ー

ト
フ
ォ
け
矛
確
豆
に
向
け
た

投
資
実
施
は
、『
ヨ
ア
事
祟
百

冒

督

覇

善

尿

終

笠

力
事
き

の
３
つ
に
お
い
て
、

手饗

あ

霊

義

向

に
捨

９
形

需
要
が
増
加
し
て
い
る
。
当

社
も
４
年
前
か
ら
、
電
動
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ネ

良
工
Ｖ
Ｌ
フ

ッ
ク
、
自
議

選

蓋

』
、
太

陽
光
発
電
な
ど
各
種
用
途
向

け
に
順
次
量
産
対
応
し
て
き

た
が
、
今
年
１１
月
ひ

り
は
バ

ス
バ
ー

（大
容
量
の
電
流
を

流
す
導
体
）

一
体
型
シ
ャ
ン

ト
を
、
米
国
自
動
車
メ
ー
カ

ト
の
Ｅ
Ｖ
乗
用
車
へ
量
産
供

給
を
開
始
す
る
。
２３
年
に
は

年
間
１３
万
台
の
供
給
規
模
と

車
市
場
を
主
要
友
１
グ
ッ
ト

に
、当
社
の
金
属
塑
性
加
工
〈

精
密
加
工
技
術
の
活
用
を
営

業
活
動
に
加
え
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
伊
藤
忠
丸
紅
鉄

鋼
の
原
材
料
調

シ
ャ
ン
ト
バ
ス
バ
ー
　
　
　
　
シ
ヤ
ン
ト
セ
ン
サ
ー

拡大する電動車市場に照準

で
着
実
に
進
め
て
お
り
、
３

カ
年
で
当
初
１
６
０
億
田
だ

っ
た
投
資
計
画
は
、
前
倒
し

て
計
１
９
０
億
円
親
標
奄
実

行
中
だ
」

―

！―
電
流
セ
ン
サ
ー
関
連

の
事
業
規
模
が
拡
大
し
て
い

る
。
「自
動
車
電
動
化
の
流
れ

に
伴
い
、
電
流
の
監
視
や
異

常
検
出
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

行
う
シ
ャ
ン
ト
セ
ン
サ
呵
の

な
る
見
通
し
で
、
今
後
事
業

と
し
て
生
層
拡
大
が
期
待
さ

れ
る
」
―
―
今
年
３
月
に
は
、
伊

藤
惑
丸
紅
鉄
鋼
が
伊
藤
忠
商

事
の

一
部
保
有
株
を
引
き
受

け
る
形
で
、
１２
％

（約
１８
億

円
）
の
出
資
を
受
け
た
。

「伊
藤
忠
グ
ル
ー
プ
で
あ

る
同
社
と
の
関
係
強
化
は
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
と
捉
え
て

い
る
。
拡
大
す
る
電
動
自
動

達

や

顧

客

開

拓
、
物
流
な
ど

と
い

っ
た
グ

ロ

ー
バ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
活
用

や
、
グ
ル
ー
プ

関
連
企
業
と
の

ま
で
は
社
長
直
韓
の
組
織
て

ビ
ジ
ネ
ス
シ
ナ
　
っ
た
が
、
技
術
ト
ッ
プ
の
専

ジ
ー
な
ど
が
期
　
務
を
筆
頭
に
再
構
築
し
た
も

待
さ
れ
る
。
ま
　
の
で
（
既
存
の
事
業
部
老
包

ず
は
Ｅ
Ｖ
化
が
　
括
す
る
形
で
、
研
究
開
発
を

進
む
中
国
で
の
　
進
め
る
。
今
後
は
マ
ン
パ
ワ

協
業

・
販
売
を
　
―
を
集
中
さ
せ
て
い
クぐ虚

展

開

し

て

い

　

―
―
新
規
事
業

一
製
品
の

ぐ
」
　
　
　
　
　
展
開
状
況
ほ
“

―
―
研
究
開

　
　

「自
動
車
電
動
化
向
け
の

発
の
進
ち
ょ
く
　
バ
ス
バ
ー
は
、
需
要
増
加
や

状
況
は
。　
　
　
仕
様
の
多
様
化
が
加
速
し
て

「戦
賂
開
発
　
お
り
、
従
来
か
ら
量
産
さ
れ

の
ス
ピ
ー
ド
を
　
て
い
た
短
尺
サ
イ
ズ
品
は
中

一
層
加
速
す
る

一
国
メ
ー
カ
ー
の
参
入
で
価
格

た
め
、
８
月
１
　
競
争
が
激
化
し
て
い
た
一
当

日
付
で
新
た
に

社
頭
脅
勉
慇
取
り
扱
喰
盆
難

画
発
本
部
を
設
　
し
い
と
さ
れ
る
フ
ォ
ー
ミ
ン

置
し
た
。
こ
れ
　
グ
加
工
の
申
長
尺

（展
開
長

１
０
０
０

リミ
相
当
ま
で
対

応
）
サ
イ
ズ
で
、
本
年
度
か

ら
国
内
自
勒
車
メ
ー
カ
ト
ヮ

社
の
Ｅ
Ｖ
草
〔
Ｈ
Ｖ
草
向
け

に
量
産
採
用
さ
れ
た
」

瀬
盗
屋
関
連
で
は
、
京
都

大
学
と
の
共
同
研
究
開
発
で

昨
年
市
場
投
入
し
た
歩
行
学

冒
支
援
ロ
ボ

ッ
ト
Ｏ

ｒ
ｔ
ｈ

ｏ
ｂ

ｏ
ｔ
（
オ
ル
ソ
ボ
ツ
ト
）

が
、
国
内
の
腐
院

・
リ
ハ
ビ

リ
テ
ト
シ
ョ
ン
施
設
て
使
用

が
開
始
し
た
。
本
年
度
は
４０

台
の
販
売
を
註
幽
（
来
年
度

は
さ
ら
に
小
型

・
軽
量
化
い

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
し
た
タ
イ
プ

を
市
場
投
入
し
、
さ
ら
な
る

販
売
拡
大
を
目
指
す
」

俗
両

　
紀
子
）

サ
ン
コ
ー
ル
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大谷忠雄社長


